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※写真はいずれも撮影の一コマ

「ＪＡ阿蘇令和7年産米集荷推進大会」開く
　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
月
24
日
、
阿
蘇
市
で
「
令
和
７
年
産
米
集

荷
推
進
大
会
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
市
場
の
米
価
格

変
動
や
資
材
高
騰
を
受
け
、
生
産
者
に
支
払
う
１
俵
あ
た
り

の
１
等
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
概
算
金
目
標
額
を
、
前
年
比
８
２

２
０
円
増
の
３
万
２
４
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
挨
拶
で
「
米
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
不
確
実
性
が
高
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

生
産
者
の
営
農
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
強
い
気
持
ち
で

概
算
金
目
標
額
を
設
定
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

集
荷
戦
略
方
針
と
し
て
、

①
生
産
者
と
の
連
携
強
化
と
計
画
的
な
作
付
け
推
進

②
集
荷
体
制
の
効
率
化
と
品
質
管
理
の
徹
底

　

販
売
戦
略
方
針
と
し
て
、

①
阿
蘇
米
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
確
立
と
価
値
向
上

７
月
４
日
放
送
『
生
産
者
編
』

小
国
郷
大
根
部
会
の
明
里
忠
行
さ
ん
・
聡
一
郎
さ
ん

親
子
が
ダ
イ
コ
ン
生
産
に
か
け
る
想
い
や
、
高
品
質

な
ダ
イ
コ
ン
を
栽
培
す
る
工
夫
が
取
材
さ
れ
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

概算金目標額３万２４０円
「収益性と持続性を追求する米作りに取り組む！」

概算金目標額３万２４０円
「収益性と持続性を追求する米作りに取り組む！」

②
多
様
な
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
拓
と
強
化

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
付
加
価
値
商
品
の
開
発

　

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
産
者
・
農
事
組
合
法
人
等
の
担
い
手
の
負
担

軽
減
・
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
、
フ
レ
コ
ン
１
袋
（
９
０

０
㎏
ロ
）
あ
た
り
２
０
０
０
円
の
出
荷
助
成
措
置
や
Ｊ
Ａ
出

荷
者
に
く
ず
米
袋
を
無
料
配
布
す
る
こ
と
を
発
表
。

　

生
産
者
と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
り
、
高
品
質
な
阿
蘇
米
の
生

産
・
市
場
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
戦
略
的
な
販
売
活
動
を
展
開
し
、

生
産
者
の
所
得
向
上
と
地
域
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
は
昨
年
11
月
、
米
俵
お
よ
そ
８
万
俵
分
が
保

管
で
き
る
大
型
自
動
ラ
ッ
ク
式
農
業
倉
庫
「
米
夢（
ま
い
む
）」

を
総
工
事
費
約
20
億
円
で
建
設
。
品
質
維
持
や
フ
レ
コ
ン
集

荷
に
よ
る
労
働
力
低
減
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
年
産
か
ら

本
格
的
に
稼
働
し
ま
す
。

　

ま
た
大
会
で
は
、
㈱
ア
キ
ダ
イ
代
表
取
締
役
社
長
・
秋
葉

弘
道
氏
に
よ
る
『
消
費
者
か
ら
見
た
お
米
の
価
値
と
み
ら
い

〜
ア
キ
ダ
イ
の
現
場
か
ら
生
産
者
へ
の
提
言
〜
』
と
題
し
た

講
演
や
、
国
政
へ
提
出
し
た
国
内
生
産
の
維
持
・
拡
大
を
最

優
先
と
し
た
実
効
性
の
あ
る
食
料
安
全
保
障
対
策
を
、
速
や

か
に
打
ち
出
す
こ
と
を
求
め
た
要
請
書
の
内
容
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

稲
作
部
会
の
立
石
翼
部
会
長
は
「
生
産
者
一
同
が
Ｊ
Ａ
・

行
政
・
取
引
先
と
連
携
し
〝
安
全
で
美
味
し
い
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇

の
米
づ
く
り
〞
に
邁
進
す
る
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
、
今
後
も
米
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
変
化

に
対
応
し
収
益
性
と
持
続
性
を
追
求
す
る
米
作
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

写
真
上
＝
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
令
和
７
年
産
米
集
荷
推
進
大
会
」
で

　
　
　
　
　
　

決
意
を
述
べ
る
原
山
組
合
長

ＫＡＢ（熊本朝日放送）「Ｄo Ｙｏｕ のうぎょう？クエスチョン』小国郷を取材！
７
月
11
日
放
送
『
小
国
郷
野
菜
集
荷
場
編
』

生
産
者
が
持
ち
込
ん
だ
農
産
物
や
鮮
度
・
品
質
を

保
つ
た
め
の
工
夫
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
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２
０
２
５
年
度
事
業
重
点
目
標
と
し
て

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
取
り
組
む
！

「ＪＡ阿蘇第24回通常総代会」 開催

＝お 知 ら せ＝

組合員資格確認について

永
年
勤
続
表
彰
式
の
様
子

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
第
24
回
通
常
総
代
会
が
６

月
25
日
、
総
代
や
Ｊ
Ａ
阿
蘇
役
職
員
が
出
席

し
、
阿
蘇
市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
式
辞
の
冒
頭
で
「
ご

来
賓
各
位
の
ご
臨
席
と
総
代
の
皆
様
方
の
ご

出
席
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
述
べ
、
話
題
の
米
問
題
に
触

れ
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
で
の
米
に
関
す
る
取
り
組
み

や
国
へ
の
要
望
に
つ
い
て
熱
く
想
い
を
語
り

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
第
24
回
通
常
総
代
会
提
出
議

案
の
「
第
１
号
議
案
＝
令
和
６
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
（
報
告
事

項
）
令
和
６
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
注
記
表
及
び
付
属
明
細
書
に
つ
い
て
」
、

「
第
２
号
議
案
＝
令
和
７
年
度
事
業
計
画
及

び
関
連
事
項
に
つ
い
て
」、「
第
３
号
議
案
＝

定
款
の
変
更
に
つ
い
て
」、「
第
４
号
議
案
＝

定
款
附
属
書
役
員
選
任
規
程
の
変
更
に
つ
い

て
」、「
第
５
号
議
案
＝
定
款
附
属
書
総
代
選

挙
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
」、「
第
６
号
議
案

＝
Ｊ
Ａ
阿
蘇
活
動
総
合
３
ヵ
年
計
画
に
つ

い
て
」、「
第
７
号
議
案
＝
自
己
資
本
充
実

計
画
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
決
算
概
要
は
、
事
業
収
益

が
１
１
２
億
１
８
６
万
円
（
前
年
比
98
・
２

％
）、経
常
利
益
は
２
億
８
１
７
万
円
（
同
66

％
）、当
期
剰
余
金
は
４
４
４
５
万
円
（
同
25

％
）、出
資
配
当
は
1.0
％
の
４
０
４
７
万
円
と

　

６
月
25
日
、
阿
蘇
市
体
育
館
で
勤
続
年
数

が
20
年
、
30
年
と
な
る
職
員
を
対
象
に
永
年

勤
続
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

30
年
で
７
名
、
20
年
で
３
名
の
計
10
名
の

職
員
が
表
彰
を
受
け
、
原
山
組
合
長
よ
り
賞

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
者
に
対
し
、
原
山
組
合
長
は

「
長
年
に
わ
た
る
努
力
に
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
協
事
業
に
対

し
精
進
、
努
力
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
事
業
は
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」
の
３
点
を
重
点
取
り
組
み
目
標
に
据
え
、

①
持
続
可
能
な
農
業
経
営
に
対
す
る
生
産
基

盤
・
組
織
基
盤
の
確
立
、
②
組
合
員
・
利
用

者
へ
の
永
続
的
な
保
障
提
供
に
向
け
た
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
、
③
Ｊ
Ａ
の
総
合

事
業
性
を
最
大
限
活
か
し
た
金
融
仲
介
機
能

の
発
揮
な
ど
６
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
（
写
真
上
＝
第

24
回
を
迎
え
た
通
常
総
代
会
の
様
子
）

永
年
勤
続
表
彰
式
を
行
う

式辞を述べる原山寅雄組合長

　当ＪＡに届け出て頂いている内容（氏名、住所、
組合員たる資格の別等）に変更があった場合には、
ＪＡ阿蘇各支所迄ご連絡ください。
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
園
芸
連
絡
協
議
会
は
７
月
１
日
、

阿
蘇
市
で
２
０
２
４
年
度
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
代
会
に
は
代
議
員
・
Ｊ
Ａ
関
係

者
約
50
人
が
参
加
。
25
年
度
事
業
計
画
案
な

ど
２
議
案
１
報
告
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

坂
田
一
雄
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
世
界

情
勢
の
変
化
に
よ
る
円
安
、
資
材
費
高
騰
な

ど
の
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
消
費
者
か
ら

選
ば
れ
る
阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指
し

て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
連
絡
協
議
会
は
24
年
度
、
福
岡
大
同
青

果
で
の
ベ
ジ
フ
ル
感
謝
祭
や
熊
本
市
で
の
野

菜
の
日
特
売
会
に
参
加
し
、
阿
蘇
の
農
産
物

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
も
「
生
産
者
が
安
定
し

た
生
産
・
出
荷
を
行
え
る
よ
う
万
全
な
体
制

を
整
え
、
世
界
農
業
遺
産
で
あ
る
阿
蘇
の
農

産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
」
と
熱
く
述
べ

ま
し
た
。

　

園
芸
連
絡
協
議
会
で
は
、
25
年
度
も
販
促

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
、
さ
ら

に
阿
蘇
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
方
針

で
す
。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
園
芸
連
絡
協
議
会
総
代
会

「
消
費
者
に
選
ば
れ
る

    

阿
蘇
ブ
ラ
ン
ド
構
築
め
ざ
す
！
」

販
売
目
標
額
68
億
円

Ｊ
Ａ
や
市
場
関
係
者
ら
約
80
人
参
加

      
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
出
荷
大
会
」
開
催

原
山
組
合
長
ら
福
岡
大
同
青
果
で

夏
秋
野
菜
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
！

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
月
１
日
「
２
０
２
５
年
度

Ｊ
Ａ
阿
蘇
出
荷
大
会
」
を
初
め
て
開
催
し
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
や
市
場
関
係
者
な
ど
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
25
年
度
の
販
売
目
標
（
野

菜
・
果
菜
・
花
卉
果
樹
）
金
額
を
68
億
円
と

し
、
重
点
実
施
事
項
と
し
て
「
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
生
産
拡
大
と
農
家
所
得
の
安
定

化
」
「
販
売
力
強
化
に
よ
る
安
定
供
給
体
制

の
構
築
」
の
２
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
地
で
の
販
売
促
進
会
及
び
メ

デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
産
地
情
報
の
発
信
、

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
の
青
果
物
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
機
能
活
用
に
よ
る
輸
出
に
向
け
た

試
験
販
売
の
実
施
、
阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
販

促
資
材
を
活
用
し
た
多
品
目
で
の
「
阿
蘇
フ

ェ
ア
ー
」
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
計

画
を
承
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
会
で
は
管

内
の
品
目
担
当
者
ご
と
に
作
柄
概
況
の
報
告

が
あ
り
、
い
ち
ご
部
会
が
取
り
組
む
事
例
報

告
で
は
江
藤
秀
晃
職
員
が
「
品
種
の
特
性
を

生
か
し
多
種
多
様
な
ア
イ
テ
ム
展
開
に
よ
る

販
売
取
り
組
み
」
や
「
Ｕ
Ａ
Ｅ
や
台
湾
へ
の

輸
出
計
画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
「
高
冷
産
地
で
あ
る

阿
蘇
の
農
産
物
は
市
場
で
人
気
を
集
め
て
い

る
。
阿
蘇
の
農
産
物
に
誇
り
を
も
っ
て
販
促

活
動
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
販
売
目
標
金
額
達
成
に
向
け
て
、

「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
を
行
い
、
よ
り
一
層

の
団
結
を
図
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
６
月
21
日
、
福
岡
大
同
青
果

で
仲
卸
業
者
ら
50
人
を
前
に
原
山
寅
雄
組
合

長
自
ら
夏
秋
野
菜
の
販
売
力
強
化
に
向
け
た

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

原
山
組
合
長
は
「
農
作
物
を
消
費
し
て
も

ら
う
こ
と
で
産
地
が
活
気
づ
く
。
頑
張
っ
て

い
る
生
産
者
の
想
い
に
理
解
を
求
め
た
い
」

と
語
り
か
け
〝
阿
蘇
の
夏
秋
野
菜
〞
を
熱
く

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
産
は
残
暑
へ

の
対
応
と
し
て
よ
り
長
期
的
な
防
除
計
画
を

策
定
。
高
温
対
策
と
し
て
ハ
ウ
ス
内
の
温

度
・
湿
度
を
適
正
管
理
す
る
た
め
の
指
導
を

徹
底
し
、
全
体
で
販
売
数
量
５
８
０
０
ｔ

（
前
年
比
96
％
）、販
売
金
額
22
億
５
７
０
０

万
円
（
同
１
１
２
％
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
後
に
は
、
特
産
の
阿
蘇
小
国
ジ
ャ
ー

ジ
ー
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
仲
買
業
者
ら
に
振

る
舞
わ
れ
、
仲
卸
業
者
ら
は
喉
を
潤
し
て
い

ま
し
た
。
（
写
真
＝
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

原
山
組
合
長
・
Ｊ
Ａ
阿
蘇
関
係
者
）

「阿蘇農産物の更なるアピールを」と述べる原山組合長

参加者全員による「がんばろう三唱」
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
７
月
４
日
、
水
稲
に
お
け
る

高
温
対
策
現
地
検
討
会
を
開
き
、
生
産
者
ら

約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
来
、
検
討
会
は
現
地
圃
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
熱
中
症
を
考
慮
し
室
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
の
夏
場
に
お
け
る
高
温
の
影

響
で
、
阿
蘇
地
域
に
お
い
て
も
登
熟
歩
合
の

低
下
や
乳
白
米
の
発
生
な
ど
品
質
の
低
下
が

み
ら
れ
た
た
め
、
今
回
の
研
修
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課
の

川
端
公
己
氏
が
25
年
産
の
生
育
状
況
や
高
温

耐
性
品
種
の
紹
介
、
白
未
熟
粒
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
開
発
肥
料
㈱
の
小
野
寺
直
子
氏

が
「
土
づ
く
り
・
施
肥
で
稲
に
力
を
」
と
題

し
て
、
高
温
に
よ
る
収
量
減
少
や
品
質
低
下

対
策
と
し
て
ケ
イ
酸
カ
リ
を
施
し
た
生
育
方

法
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
産
者
は
「
全
国
で
米
が
注
目

さ
れ
る
今
、
米
生
産
は
非
常
に
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
高
温
に
よ
る
収
量
減
・
品
質
低
下

に
な
ら
な
い
生
産
方
法
に
取
り
組
み
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
担
当
職
員
も
「
気
候

変
動
に
適
応
し
た
栽
培
方
法
の
指
導
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
栽
培
方

法
と
は
違
っ
た
指
導
の
必
要
性
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。
（
写
真
上
＝
室
内
で
行
わ
れ
た
高
温

対
策
現
地
検
討
会
の
様
子
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
５
月
26
日
、
一
の
宮
中
央
支

所
で
新
入
職
員
を
対
象
と
し
た
意
識
改
革
研

修
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
研
修
会
は
新
入
職

員
に
社
会
的
責
任
と
公
共
的
使
命
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　

原
山
寅
雄
組
合
長
は
冒
頭
「
今
回
の
研
修

を
通
し
て
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
職
員
と
し
て
の
自

覚
を
再
認
識
し
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
で
は
Ｊ
Ａ
阿
蘇
相
談
役
の
本
田
正
實

氏
が
「
Ｊ
Ａ
阿
蘇
職
員
の
義
務
と
責
任
」
と

題
し
、
職
員
と
し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
徹
底
や
就
業
規
則
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
新
入
職
員
は
「
社
会
人
と
し
て

の
責
任
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
役
割
を
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
組
合
員
の
負
託
に
応

え
る
職
員
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
新
任
管
理
者
向
け
の
「
Ｊ

Ａ
阿
蘇
管
理
者
の
立
場
・
役
割
・
責
任
」
に

つ
い
て
の
研
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

〝
父
の
日
〞に
地
元
小
･
中
学
校
、

保
育
園
等
に「
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」贈
る

　
　
　
　
　
　

 

小
国
郷
酪
農
振
興
会

水
稲
出
穂
前
に
高
温
対
策
を
！

高
温
対
策
現
地
検
討
会
を
実
施

        

生
産
者
ら
約
40
名
が
参
加

「
組
合
員
の
負
託
に

　
　

応
え
る
職
員
を
目
指
そ
う
」

新
入
職
員
対
象
の
意
識
改
革
研
修
会

　

小
国
郷
酪
農
振
興
会
は
６
月
11
日
の
父
の

日
に
、
髙
村
祐
二
会
長
が
小
国
町
役
場
を
訪

れ
、
渡
邉
誠
次
町
長
に
「
の
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
」（
１
本
１
０
０
㎖
）約
７
５
０
本
を
贈
り
ま

し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
国
郷
の
特
産
品

で
あ
る
「
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
飲
ん
で
も

ら
お
う
と
毎
年
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
牛
乳
月
間
の

６
月〝
父
の
日
〞（
乳
の
語
呂
合
わ
せ
）
前
後

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

髙
村
会
長
は
「
子
供
た
ち
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー

製
品
を
飲
ん
で
も
ら
い
、
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
＝
渡
邉
小
国
町
長〔
左
〕に「
の
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
」を
贈
る
髙
村
会
長
）

研
修
を
受
け
る
新
入
職
員
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
部
は
６
月
26
日
、
第
12
期

生
と
な
る
２
０
２
５
年
度
あ
そ
っ
娘
☆
短
期

大
学
の
開
校
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
入
校
生
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
5
0

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
入
校
生
を
代
表
し
て

住
吉
澄
代
さ
ん
が
「
こ
の
１
年
間
あ
そ
っ
娘

☆
短
期
大
学
で
の
研
修
を
通
し
て
交
流
を
深

め
て
い
き
、
楽
し
み
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と

学
び
今
後
の
生
活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
美
容
と
歯
の
健
康
」
に
つ
い
て

学
ぶ
研
修
も
行
わ
れ
、
講
師
が
エ
ー
コ
ー
プ

マ
ー
ク
商
品
の
魅
力
を
紹
介
し
な
が
ら
、
米

ぬ
か
の
成
分
が
入
っ
た
化
粧
品
を
用
い
た
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
米
胚
芽
油
を
配
合
し
た

歯
磨
き
粉
を
使
っ
た
丁
寧
な
歯
磨
き
の
方
法

な
ど
実
践
し
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
あ
そ
っ
娘
☆
は
「
こ
れ
か
ら
は

自
然
由
来
成
分
の
商
品
を
使
い
、
健
康
で

若
々
し
く
生
活
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
同
大
学
で
は
、
定
期
的
に
視
察

研
修
や
料
理
教
室
な
ど
行
う
予
定
で
す
。

（
写
真
上
＝
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
あ
そ
っ
娘

☆
の
皆
さ
ん
）

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
一
の
宮
支
部
は
５
月

下
旬
、
阿
蘇
市
立
一
の
宮
小
学
校
２
年
生
約

60
名
を
対
象
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
定
植
指
導

を
し
ま
し
た
。
同
校
で
は
食
育
学
習
と
し
て

毎
年
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
生
育
観
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

一
の
宮
支
部
の
盟
友
ら
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
生
育
過
程
や
実
の
着
き
方
な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
。

　

そ
の
後
、
児
童
ら
は
培
土
と
肥
料
を
プ
ラ

ン
タ
ー
へ
入
れ
、
苗
を
傷
め
な
い
よ
う
丁
寧

に
扱
い
な
が
ら
定
植
を
し
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
「
毎
日
観
察
し
て
、
大
切
に
育

て
ま
す
！
」
「
収
穫
が
楽
し
み
で
す
」
と
感

想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

田
端
伸
吉
支
部
長
は
「
作
物
を
育
て
る
大

変
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
、
食
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
今
後
の
日
本
の

食
文
化
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
期
は
７
月
上
旬
頃
と
な
り
、
そ
れ
ま

で
同
支
部
盟
友
が
定
期
的
に
観
察
と
指
導
を

行
う
予
定
で
す
。
（
写
真
左
＝
定
植
の
作
業
を

見
守
る
青
壮
年
部
一
の
宮
支
部
盟
友
）

第
12
期
生
あ
そ
っ
娘
☆
短
期
大
学 

開
校

「
美
容
と
歯
の
健
康
」
に
つ
い
て
学
び

   
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
体
験

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
一
の
宮
支
部

地
元
小
学
生
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
苗
植
え

ＪＡ阿蘇女性部 健診の受診者向上に寄与
熊本厚生連より「健康管理活動優良表彰」

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
女
性
部
は
、
Ｊ
Ａ
熊
本
厚
生
連

が
行
う
住
民
健
診
の
受
診
者
数
向
上
に
寄
与

し
た
こ
と
で
「
令
和
６
年
度
健
康
管
理
活
動

優
良
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

部
会
員
４
６
９
人
が
各
地
域
で
組
合
員
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
や
地
元
企
業
な
ど
に
も

周
知
活
動
を
展
開
し
、
年
間
で
約
４
９
０
０

人
の
受
診
者
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
活
動
を

展
開
。
行
政
と
連
携
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

活
動
や
ド
ラ
イ
フ
ー
ド
作
製
、
地
域
環
境
を

守
る
た
め
の
ク
リ
ー
ン
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

女
性
部
担
当
の
堀
川
美
紀
職
員
は
「
女
性

部
を
通
し
て
、
地
域
を
守
る
・
支
え
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が

実
を
結
び
嬉
し
く
思
う
」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
３
カ
年
画
の
基
本

方
針
を
掲
げ
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理

教
室
や
子
育
て
支
援
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
写
真
上
＝
表
彰
を
受
け
た
女
性
部
）
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生産各部会の生育・出荷・査定会・総会などの情報 ①

中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
出
荷
査
定
会

販
売
額
５
０
０
０
万
円
を
掲
げ
る

県
内
や
福
岡
な
ど
九
州
管
内
中
心
に

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
出
荷
最
盛
期
迎
え
る

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
は
６
月
９

日
、
本
格
的
な
出
荷
を
前
に
部
会
員
・
市
場

関
係
者
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
が
出
席
し
て
、
２

０
２
５
年
産
出
荷
査
定
会
を
阿
蘇
市
で
開
き

ま
し
た
。
現
在
、
生
産
者
は
８
戸
で
1.3 

ha

で
栽
培
し
、
６
月
中
旬
か
ら
九
州
管
内
を
中

心
に
出
荷
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
販
売
数
量

は
１
６
０
ｔ
（
前
年
比
97
％
）、
販
売
金
額

は
５
０
０
０
万
円
（
同
１
０
９
％
）
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

立
山
崇
章
部
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
近

年
、
夏
場
の
高
温
が
夏
秋
産
地
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
異
常
気
象
と
も

言
え
る
環
境
の
中
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
を

目
指
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
・
安
心

な
キ
ュ
ウ
リ
を
届
け
た
い
」
と
力
強
く
述
べ

ま
し
た
。
今
年
か
ら
販
売
担
当
の
堤
優
大
職

員
も
「
目
標
達
成
に
向
け
市
場
と
密
に
情
報

交
換
を
行
い
、
有
利
販
売
に
繋
げ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

挨拶をする立山崇章部会長

キ
ュ
ウ
リ
選
果
作
業
の
様
子

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
キ
ュ
ウ
リ
部
会
の
２
０
２

５
年
産
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
が
出
荷
最
盛
期
（
６

月
下
旬
取
材
時
）
を
迎
え
ま
し
た
。

　

主
な
出
荷
先
は
県
内
や
福
岡
・
鹿
児
島
と

九
州
管
内
が
中
心
で
、
品
種
は
節
成
性
が
高

く
分
枝
性
も
良
い
「
ニ
ー
ナ
Ｚ
」
や
「
ス
ッ

ク
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
指
導
員
は
「
農
家
所
得
増
に
向
け
、

収
量
、
品
質
向
上
に
現
地
検
討
会
、
巡
回
を

通
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
阿
蘇
の
農
産
物

が
消
費
者
に
選
ば
れ
る
も
の
と
し
て
販
売
に

も
繋
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

阿
蘇
市
大
麦
生
産
部
会

総
出
荷
量
８
１
０
ｔ
を
目
指
す
！

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
は
６
月
２
日
か
ら
本
格

的
に
大
麦
「
は
る
し
ず
く
」
の
収
穫
が
始

ま
り
ま
し
た
。
阿
蘇
市
大
麦
生
産
部
会
で

は
３
２
４ 

ha（
前
年
比
92
％
）を
作
付
け
し
て

い
ま
す
。「
は
る
し
ず
く
」は
阿
蘇
の
高
冷
地

に
適
し
た
品
種
で
、
総
出
荷
量
８
１
０
ｔ

（
前
年
比
１
８
８
％
）、販
売
金
額
１
６
２
０
万

円（
同
２
３
５
％
）を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
産
は
出
穂
期
前
後
の
天
候
不

順
で
「
網
斑
病
」
の
発
生
や
日
照
不
足
か
ら

大
幅
な
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
25
年
産
は
生

育
の
遅
れ
が
見
ら
れ
平
年
よ
り
遅
い
収
穫
と

な
り
ま
し
た
が
、
収
量
・
品
質
と
も
に
良
好

で
す
。
６
月
４
日
、
同
部
会
の
田
中
晨
星
さ

ん
は
約
1.8 

ha
を
収
穫
し
ま
し
た
。
他
に
も

主
食
米
を
３
ha
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
７
ha
を
管
理
。

期
待
の
若
手
農
業
者
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
「
雨
に
よ
る
影
響
も
少
な
く
、

昨
年
以
上
の
品
質
・
収
量
に
繋
が
り
安
堵
し

て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
＝

「
は
る
し
ず
く
」を
収
穫
す
る
田
中
晨
星
さ
ん
）

意
見
交
換
や
技
術
指
導
も
行
う

花
卉
部
会
現
地
検
討
会

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
花
卉
部
会
は
６
月
30
日
、
花
卉

出
荷
大
会
を
開
催
。
部
会
員
・
取
引
市
場
・

県
・
Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
ら
は
管
内
の
圃
場
を
視
察
し
、

栽
培
技
術
向
上
と
高
品
質
生
産
に
向
け
て
生

産
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
県
や
Ｊ
Ａ
担
当

者
か
ら
の
技
術
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
員
か
ら
は
「
同
志
と
の
意
見
交
換
は

勉
強
に
な
る
。
部
会
全
員
で
安
定
し
た
生
産

に
取
り
組
み
た
い
」
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
笹
原
祥
樹
指
導
員
は
「
夏
場
の
高
温
な

ど
で
栽
培
が
厳
し
い
場
面
も
あ
る
が
、
生
産

者
が
高
品
質
な
物
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
し

っ
か
り
と
指
導
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

関係者ら40名が参加した現地検討会の様子
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中
部
ト
マ
ト
部
会
出
荷
査
定
会

売
上
目
標
19
億
２
０
０
０
万
円

ＪＡ阿蘇管内で２０２５年産
夏秋トマト出荷最盛期迎える

査定会で挨拶する高岡部会長

　

６
月
５
日
、
阿
蘇
市
で
Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト

マ
ト
部
会
出
荷
査
定
会
が
開
か
れ
、
生
産
者

を
は
じ
め
行
政
・
市
場
関
係
者
・
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
１
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
同
部
会
で
は
１
４
３
名
の
生
産
者

が
合
計
39
・
４ 

ha
の
圃
場
で
ト
マ
ト
を
栽
培
。

今
年
度
出
荷
量
は
４
８
０
０
ｔ
、
売
上
目
標

19
億
２
千
万
円
（
前
年
比
１
０
５
％
）
を
計

画
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

斉
藤
孝
幸
部
会
長
は
挨
拶
で
「
本
年
度
も

市
場
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
部
会
員

一
同
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
、
阿
蘇
の
豊

か
な
自
然
で
育
っ
た
安
全
・
安
心
で
美
味
し

い
ト
マ
ト
を
、
全
国
の
食
卓
に
お
届
け
し
ま

す
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

販
売
担
当
の
倉
岡
拓
郎
職
員
も
「
生
産
現

場
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
市
場
関
係
者

と
の
情
報
交
換
を
密
に
行
う
こ
と
で
有
利
販

売
に
努
め
る
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

中
部
ト
マ
ト
部
会
「
現
地
検
討
会
」

安
定
出
荷
と
目
標
達
成
を
目
指
す

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
７
月
９
日
、

Ｊ
Ａ
担
当
者
・
種
苗
会
社
・
県
振
興
局
の
関

係
者
ら
約
30
名
が
参
加
し
て
、
現
地
検
討
会

を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
近
年
の
高
温
推

移
に
よ
る
病
害
中
の
増
加
対
策
や
土
壌
消
毒

剤
に
つ
い
て
の
検
討
、
生
育
状
況
の
把
握
、

出
荷
規
格
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
の
平
野
伸
太
郎
指
導
員
は
「
特

に
栽
培
後
半
の
病
害
虫
の
防
除
徹
底
を
改
め

て
周
知
し
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
た
安
定
出
荷

を
図
る
。
目
標

額
達
成
に
向
け

て
販
売
担
当
や

市
場
と
も
密
に

連
絡
を
取
り
合

い
、
他
産
地
の

動
向
に
も
目
を

向
け
、
し
っ
か

り
と
指
導
し
て

い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

写
真
→ 

現
地
検
討
会
の
様
子

南
部
ト
マ
ト
部
会
出
荷
査
定
会

販
売
高
４
億
５
９
０
０
万
円
を
計
画

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
ト
マ
ト
部
会
は
６
月
３
日
、

阿
蘇
南
中
央
支
所
で
生
産
者
・
市
場
関
係

者
・
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
70
名
が
出
席
し
、
２
０

２
５
年
産
出
荷
査
定
会
を
開
催
。
本
格
的
な

出
荷
を
前
に
選
果
場
へ
の
持
ち
込
み
要
領
な

ど
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
産
作
付
面
積
は
12 

ha
（
前
年
比
92

％
）
栽
培
戸
数
は
昨
年
か
ら
１
名
増
え
50
名
。

出
荷
は
６
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
７
月
中
旬
以

降
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
11
月
ま
で
の
出
荷
と
な

り
ま
す
。
今
年
産
は
出
荷
量
25
万
５
０
０
０

ケ
ー
ス
、
販
売
高
は
４
億
５
９
０
０
万
円
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

高
岡
幸
一
郎
部
会
長
は
挨
拶
で
「
年
々
、

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
部
会
運
営
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
対
策
を
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
長
年
部
会
を
支
え

て
い
る
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
若
手
生
産
者
か

ら
も
積
極
的
に
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
単
収

増
に
向
け
た
取
り
組
み
や
部
会
研
修
な
ど
を

開
催
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

指
導
担
当
の
田
部
滉
大
職
員
は
「
昨
今
の

気
候
変
動
に
適
応
し
た
指
導
を
徹
底
し
、
生

産
者
の
所
得
増
加
に
繋
げ
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。（
写
真
右
上
＝
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー

で
の
ト
マ
ト
選
果
作
業
の
様
子
）

　

夏
秋
ト
マ
ト
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
Ｊ

Ａ
阿
蘇
管
内
で
２
０
２
５
年
産
の
出
荷
最
盛

期
（
６
月
下
旬
取
材
時
）
を
迎
え
ま
し
た
。

中
部
ト
マ
ト
部
会
で
は
高
温
下
で
の
着
果
性

が
優
れ
、
肉
質
が
良
く
コ
ク
の
あ
る
「
り
ん

か
４
０
９
」
を
九
州
管
内
や
関
東
・
関
西
市

場
を
主
に
11
月
ま
で
出
荷
を
行
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
、
長
期
的
な
防
除
計
画
を
策

定
。
ま
た
高
温
に
よ
る
着
果
不
良
対
策
と
し

て
ハ
ウ
ス
換
気
と
遮
光
管
理
の
最
適
化
、
施

肥
管
理
の
徹
底
を
重
点
実
施
事
項
と
定
め
て

い
ま
す
。
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
に
は
各
生
産

農
家
か
ら
多
い
と
き
に
約
７
０
０
０
ケ
ー
ス

（
１
ケ
ー
ス
＝
15
㎏
）
が
持
ち
込
ま
れ
、
選

果
選
別
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
新
規
就
農
者
や
後
継
者
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
新
た
に
５
名
が
同
部
会
に

加
入
。
産
地
と
し
て
注
目
さ
れ
好
評
を
得

て
い
る
中
、
生
産
農
家
・
行
政
・
Ｊ
Ａ
が

連
携
し
、
収
量
・
所
得
の
増
加
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

出荷査定会で挨拶する斉藤部会長
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中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
出
荷
査
定
会

２
０
２
５
年
度
出
荷
計
画
を
策
定

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
は
６
月

３
日
、
阿
蘇
市
で
出
荷
査
定
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
格
的
な
出
荷
を
前
に
、
出
荷
規
格

の
確
認
と
２
０
２
５
年
度
の
出
荷
計
画
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
石
忠
幸
部
会
長
は
「
当
部
会
も
異
常
気

象
や
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
と
い
っ
た
厳
し

い
環
境
に
あ
る
が
、
明
確
な
生
産
販
売
計
画

を
立
て
、
生
産
力
の
維
持
・
拡
大
、
販
売
力

の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

部
会
で
は
販
売
数
量
１
９
５
ｔ
（
前
年

比
１
１
４
％
）、
販
売
金
額
１
億
３
０
０
０

万
円
（
同
１
０
３
％
）
の
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
販
売
担
当
の
石
田
澄
恵
職
員
は

「
生
産
環
境
の
厳
し
い
情
勢
が
続
く
中
で
、

目
標
達
成
に
向
け
て
市
場
と
も
密
に
情
報

交
換
を
行
い
、
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
選
果
の
様
子

「まるごと一本」を
紹介する高村隆さん

「
ま
る
ご
と
一
本
」
出
荷
開
始

   

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
大
根
部
会

　

小
国
郷
大
根
部
会
は
６
月
上
旬
よ
り
「
ま

る
ご
と
一
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始
。
対

象
の
大
根
を
購
入
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
は
が

き
に
貼
っ
て
送
る
と
抽
選
で
小
国
郷
地
区
の

特
産
品
「
小
国
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
む
ヨ
ー
グ
ル

ト
セ
ッ
ト
」
な
ど
が
当
た
る
企
画
で
す
。
消

費
宣
伝
活
動
と
し
て
、
販
売
し
に
く
い
Ｍ
・

Ｓ
サ
イ
ズ
の
大
根
に
少
し
で
も
付
加
価
値
を

付
け
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

消
費
者
か
ら
は
「
サ
イ
ズ
的
に
丁
度
良
く

使
い
き
れ
る
。
い
つ
も
美
味
し
い
大
根
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
体
に
気
を
付
け
て
栽

培
を
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
等

が
書
か
れ
た
は
が
き
が
、
例
年
９
０
０
通
ほ

ど
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
高
村
隆
さ
ん
は
「
今
の
時
期
の

大
根
は
甘
味
が
強
く
、
そ
の
ま
ま
で
も
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
る
が
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ

に
し
て
も
ろ
味
噌
を
付
け
て
食
べ
る
の
が
最

高
で
す
。
美
味
し
い
大
根
を
多
く
の
消
費
者

へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会

本
年
産
10
億
９
０
０
０
万
円
目
指
す

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
管
内
で
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
夏

芽
出
荷
が
順
調
に
進
み
、
一
の
宮
選
果
場
で

は
連
日
３
〜
４
ｔ
を
選
果
し
て
い
ま
す
。

　

夏
芽
の
出
荷
ピ
ー
ク
前
に
現
地
検
討
会
が

行
わ
れ
生
産
者
ら
50
名
が
参
加
し
、
生
育
状

況
・
出
荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
月
上
旬
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、

九
州
を
中
心
に
関
東
、
関
西
方
面
に
も
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
ア
ス
パ

ラ
部
会
は
生
産
者
95
名
、
作
付
け
総
面
積
約

32 

ha
、
品
種
は
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
を
中
心

に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
産
は
10
億
９

０
０
０
万
円
の
販
売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

笹
原
祥
樹
指
導
員
は
「
病
害
虫
の
防
除
徹

底
を
改
め
て
周
知
し
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
た

安
定
出
荷
を
目
指
し
、
目
標
額
達
成
に
向
け

て
指
導
し
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

出荷査定会で挨拶をする白石部会長

食
味
・
品
質
と
も
に
良
好
！

  

夏
秋
ミ
ニ
ト
マ
ト
出
荷
最
盛
期

　

中
部
ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
は
、
２
０
２
５
年

産
夏
秋
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
出
荷
最
盛
期
を
迎
え

ま
し
た
。
同
部
会
は
生
産
者
24
戸
で
約
3.5 

ha

に
作
付
け
。
九
州
管
内
を
中
心
に
11
月
ま
で

出
荷
予
定
で
す
。
品
種
は
食
味
良
好
で
酸
味

と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
「
サ
ン
チ
ェ

リ
ー
ピ
ュ
ア
」
や
「
み
わ
た
」
で
、
高
冷
地

栽
培
の
強
み
を
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
担
当
の
田
部
滉
大
職
員
は
「
気
温
上

昇
に
伴
う
病
害
虫
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、

徹
底
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
の
指
導
に

取
り
組
む
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ア
ス
パ
ラ
部
会
現
地
検
討
会
の
様
子
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
出
荷
反
省
会

今
季
販
売
金
額
７
億
９
９
０
０
万
円

優勝した小国郷チーム

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
７
月
８
日
、
阿

蘇
市
で
令
和
６
年
産
イ
チ
ゴ
の
出
荷
反
省
会

を
開
き
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
・
行
政
・
市
場
関

係
者
ら
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
津
裕
樹
部
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
ご
尽
力

に
感
謝
し
ま
す
。
部
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、

さ
ら
な
る
高
品
質
な
イ
チ
ゴ
生
産
を
目
指
し

ま
す
」
と
挨
拶
。
反
省
会
で
は
実
績
を
振
り

返
り
今
後
の
課
題
・
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

今
季
の
出
荷
実
績
は
販
売
数
量
４
９
０
ｔ

（
前
年
比
98
％
）
、
販
売
金
額
７
億
９
９
０

０
万
円
（
同
１
０
２
％
）
、
平
均
単
価
１
６

２
８
円
（
同
１
０
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

24
年
産
は
苗
不
足
も
な
く
、
花
芽
の
揃
い

も
順
調
で
計
画
通
り
に
定
植
が
進
み
ま
し
た

が
、
定
植
後
の
高
温
傾
向
で
11
月
ま
で
小
玉

傾
向
で
重
量
が
伸
び
な
い
圃
場
も
一
部
で
見

イ
チ
ゴ
苗
の
親
株
管
理
講
習
会

部
会
員
・
Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
50
名
が
参
加

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
は
７
月
８
日
、
阿

蘇
市
で
イ
チ
ゴ
苗
の
親
株
管
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
習
会
に
は
部
会
員
や
Ｊ
Ａ

担
当
者
ら
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
産
は
６
月
14
日
に
最
終
出
荷
と

な
り
ま
し
た
。

　

休
む
間
も
な
く
同
部
会
で
は
次
年
度
に
向

け
て
親
株
の
育
苗
期
を
迎
え
、
講
習
会
で
は

Ｊ
Ａ
担
当
者
や
県
振
興
局
か
ら
定
植
時
期
の

検
討
や
年
内
収
量
向
上
に
向
け
て
、
親
株
管

理
中
心
の
指
導
や
定
植
後
の
温
度
管
理
の
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

江
藤
指
導
員
は
「
次
年
度
は
定
植
後
の
気

候
を
考
慮
し
、
定
植
時
期
の
検
討
を
品
種
別
、

地
区
別
で
行
い
、
更
な
る
収
量
向
上
に
取
り

組
む
」
と
要
点
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
右
＝
講
習
会
の
様
子
）

　　

第
５
回
Ｊ
Ａ
阿
蘇
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
７
月
５
日
、
阿
蘇
市
一
の
宮
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
４
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
原
山
組
合
長
が
「
親
善
を
第

一
に
楽
し
く
、
最
後
ま
で
怪
我
が
な
い
よ
う

に
プ
レ
ー
し
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
。

　

選
手
を
代
表
し
小
国
郷
チ
ー
ム
の
佐
藤
剛

選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
試
合
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
熱
戦
の
結
果
、
小
国
郷
チ

ー
ム
が
優
勝
し
、
原
山
組
合
長
よ
り
優
勝
旗

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
温
が
安
定
し
苗

が
充
実
し
た
こ
と
で
年
内
収
量
、
シ
ー
ズ
ン

実
績
は
前
年
を
上
回
る
実
績
を
記
録
し
ま
し

た
。
25
年
産
は
定
植
後
の
気
候
を
考
慮
し
、

品
種
や
地
区
別
に
定
植
時
期
を
検
討
す
る
こ

と
で
さ
ら
な
る
収
量
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
病
害
虫
の
発
生
が
増
え
て
い

る
た
め
、
引
き
続
き
適
期
防
除
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　

い
ち
ご
部
会
で
は
、
熊
本
経
済
連
が
取
り

ま
と
め
る
輸
出
事
業
に
初
年
度
か
ら
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
台
湾
へ
の
輸
出
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。

　

台
湾
向
け
イ
チ
ゴ
は
、
現
地
の
厳
し
い
農

薬
規
制
に
対
応
す
る
た
め
、
残
留
農
薬
検
査

を
定
期
的
に
実
施
。
防
除
暦
を
作
成
し
厳
格

な
栽
培
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

輸
出
専
用
と
し
て
、
熊
本
県
の
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
を
あ
し
ら
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
段
ボ
ー
ル
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
輸
出
事
業
は
初
年

度
か
ら
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
生
産
面
積

を
倍
増
さ
せ
、
台
湾
出
荷
に
さ
ら
に
尽
力
す

る
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
出
荷
反
省
会
の
様
子
）

Ｊ
Ａ
阿
蘇
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

小
国
郷
チ
ー
ム
優
勝
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「田植え」答えとプレゼント当選者4名様

   　  ＝答え＝
① 男性のタオル
② 真ん中の男の子の服
③ 鳥の向き
④ 手前の男の子の口
⑤ 女性のエプロン

イラスト違い探し「金魚すくい」応募方法

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「金魚すくい」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて応募してください。
正解者の中から抽選で 4名様に

　「阿蘇小国ジャージーのむヨーグルトセット」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 7年 9 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。

川上加代子 様

梅井　美保 様

山内亜由子 様

犬飼まり子 様

（阿蘇市）

（阿蘇市）

（南阿蘇村）

（阿蘇市）

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他



JAあそだより No.142

13

理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

髙本　喜平　 阿蘇町中央支所ＪＡ阿蘇車輌センター係　　　　　　　　西原支所ＪＡ阿蘇車輌センター係

氏 名 旧辞令辞令（令和7年7月1日）

穴見　　巴　 小国郷中央支所金融課金融係

伊藤　一真　 阿蘇町中央支所購買課購買係（グリーンショップやまびこ）

山本　祥子　 一の宮中央支所金融課金融係

清塘　大悟　 阿蘇町中央支所共済課共済係

加賀　俊二　 小国郷中央支所購買課小国郷給油所係

石田　澄恵　 営農部中部営農センター園芸課販売係

氏 名 辞令（令和7年7月1日）

山内　　寛　 営農部中部営農センター園芸課指導販売係（アスパラ選果場）　営農部中部営農センター園芸課指導販売係（波野駐在）

氏 名 旧辞令辞令（令和7年7月22日）

● ● ●  ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ  ● ● ●

日時：令和7年6月19日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会
2．組合長挨拶
3．協議事項
　5月末実績について
　１）貸出金について（案）
　２）役員賠償責任保険の継続契約について（案）
　３）2025年度「ＪＡ阿蘇夏のマイカーローンキャンペーン」に伴う
　　 キャンペーン金利の取扱いについて（案）
　４）令和7年度 固定資産取得計画の変更について（案）
　５）令和7年度 夏季賞与支給について（案）
報告事項
　１）地公体貸出について
　２）第24回通常総代会について
　３）令和6年度決算監事監査報告書について
　４）全般統制に関する評価報告書について
　５）令和7年度米麦等棚卸監査実施要領について
　６）大規模農業法人を対象とした部門間連携訪問の実施について
　７）夏の農機自動車展示会開催について
　８）自主検査結果について（令和7年4月）
4．閉会

日時：令和7年7月3日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会
2．組合長挨拶
3．協議事項
　5月末実績について
　１）業務報告書の行政庁への提出について
　２）事業のご案内2025（ディスクロージャー誌）について
　３）事業のご案内2025（ミニディスクロージャー誌）について
　４）令和7年度（各理事）役員報酬について（案）
4．閉会

日時：令和7年7月29日午後1時30分
場所：一の宮中央支所会議室
1．開会　↗

2．組合長挨拶
3．協議事項
　6月末実績について
　１）貸出金について（案）
　２）規程類管理規程体系図の改正について（案）
　３）農協教育要領の改正について（案）
　４）情報セキュリティ基本規程の改正について（案）
　５）令和6年度決算監事監査回答書（案）について
　６）農産物検査業務の改定について（案）
報告事項
　１）ＪＡバンク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち農林中金が
　　 定める事項について
　２）令和7年度 余裕金運用状況について（令和7年6月）
　３）令和7年度（第2四半期）余裕金運用方針について
　４）ＡＴＭ利用状況について（令和7年6月末）
　５）有価証券購入報告について
　６）不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について
 　　（令和7年4月～令和7年6月）
　７）マネロン・反社等への対応状況について（四半期報告）
　８）事務ミス等発生状況について
　９）令和7年度 コンプライアンス・プログラム進捗状況について
　　 （令和7年6月末）
　10）第24回 通常総代会事前説明会（座談会）開催状況について
　11）自主検査結果について（令和7年5月）
4．閉会

日時：令和7年7月3日午前10時30分
場所：本所2階第一会議室
1．開会
2．挨拶
3．議題
　１）令和7年度監事報酬について
　２）令和7年度米麦等棚卸監査実施手続きについて
　３）ＪＡバンク基本方針に基づく「経営管理資料」のうち農林中金が
　　 定める事項について
報告事項
　① 常勤監事業務報告及び会議等報告について
　② 内部監査実施状況報告について（令和7年4月～令和7年7月）
　③ 令和7年度みのり監査法人「監査契約」締結について
　④ 行事予定について
4．閉会

■令和7年度第4回理事会

■令和7年度第5回理事会

■令和7年度第6回理事会

●令和7年度第4回監事会
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ご注意事項

年金ライフ応援
キャンペーン

年金ライフ応援
キャンペーン

年金ライフ応援
キャンペーン

年金ライフ応援
キャンペーン

キャンペーン期間中に、公的年金受取口座を新規でJAにご指定いただいた方
または他の金融機関から公的年金受取口座をJAに変更いただいた方
キャンペーン期間中に、公的年金受取口座を新規でJAにご指定いただいた方
または他の金融機関から公的年金受取口座をJAに変更いただいた方

キャンペーン期間中に、公的年金受取口座を
新規でJAにご指定いただくと
キャンペーン期間中に、公的年金受取口座を
新規でJAにご指定いただくと

キャンペーン期間中に、ご家族・ご友人をJAにご紹介※いただいた方
※「ご紹介」は、紹介を受けた方がJAで初めて口座開設いただくことを指します。以下の①②全てを満たした場合、紹介者ご本人へ特典を進呈いたします。
　①キャンペーン参加時点で紹介者ご本人がJAで年金受取中であること。
　②紹介者のご家族・ご友人等がJAで新規口座開設される際に、紹介者と一緒にご来店いただき、
　　紹介者ご本人からJA窓口へ本キャンペーン参加へのお申出をいただくこと。

すでにJAで年金を受取中のお客様にもおトクなご案内！すでにJAで年金を受取中のお客様にもおトクなご案内！

新規で新規で
ご契約
の方
ご契約
の方

既に既に
ご契約中
の方
ご契約中
の方

農協全国商品券農協全国商品券

●キャンペーン期間中に年金請求書または受取機関変更届をJA窓口にご提出いただいた方が対象となります。
　JA窓口へ上記書類のご提出がない方は、受取口座をJAにご指定いただいた場合でも対象外となります。
●詳しい内容は、お近くのJA窓口にお問合せください。

「JAとの取引はこれから」というお客さまもお気軽にお問い合わせ・ご相談ください

●紹介者と新規口座開設者が一緒にご来店いただいた際に、紹介者ご本人からキャンペーン参加の申請をいただくことが条件のため、
　事前または事後のキャンペーン申請は対象外となります。
●口座開設はJA窓口でのお申込みのみが対象であり、JAバンクアプリ プラスからの口座開設は対象外です。ご了承願います。
●紹介者の年金受取JAと、紹介を受けた方の新規口座開設JAが異なる場合は、本キャンペーンの対象外です。
●紹介を受けて口座開設いただいたお客様は、本キャンペーンの特典対象外ですが、
　別途おトクなご案内がございます！
●詳しい内容は、お近くのJA窓口にお問合せください。 JAバンク あなたのくらしに+JAプレゼント

詳しくはこちら

特典

特典

対象対象

対象対象

農協全国商品券農協全国商品券 紹介者
ご本人へ

期間 8月1日(金) ▲ 10月31日(金)2025年

年金受取口座はJAバンクへ
！

年金受取口座はJAバンクへ
！

ご注意事項

1,000円分プレゼント！1,000円分プレゼント！

1,000円分プレゼント！1,000円分プレゼント！

年金は近くて便利なＪＡ阿蘇へ




